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　生まれつき僕は目が見えない。
　だからと言って僕は恋愛が判らないというわけではない。
　……いや、まあ、確かにそういった経験がないけども、それでも人並みには知っている。……はずだ。
　なぜなら僕には見えるものがあるからだ。
　それは、とても果てもない深いもの。混ざり気のない純粋なもの。誤魔化しようのない素直なもの。偽りのない揺るぎないもの。例えようのない美しいもの。それから、え～と……。
　とにかく！そういったものを見ているのだから、誰よりも、とまでは言わないが、それなりに僕は恋愛を知っている。
　そうだ！僕は知っているんだ。間違いなく健斗さんよりは知っている！健斗さんが僕よりも詳しいはずがない！だって鈍いんだから！
　いい人だけどね。やさしいし。気遣いもできる人だし。空気も読める人だし。
　……なんで菜穂さんといつも喧嘩しているんだろ？考えてみれば不思議だな。何でだろ？
　仲が悪いから？
　いや、そういうふうには思えないな。思い返してみれば健斗さんは楽しそうにしていたかも。菜穂さんのほうがムキになっていたかな？
　その菜穂さんが今はおとなしくなっている……。
　じゃあ、ここ最近の喧嘩は何？健斗さんは……、健斗さんって本当はどう思っていたの？健斗さんは菜穂さんのことをどう思っているの？
　あれ？考えれば考えるほどおかしいな？今までのは喧嘩だったの？
　いや、少なくとも菜穂さんはそのつもりだった。
　じゃあ、健斗さんは？喧嘩しているつもりじゃなかったら、どういうつもりだったんだろ？やがて二人が結ばれるのは以前、外からの映像で見たことがあるけど、それはもうなの？
　判らない……。健斗さんが何を考えているのか……。
「何を思い悩んでいるんだ？」
　うおぉっと！健斗さん！最近は考え事をしているときに距離を詰められるな。
「いや、ちょっといろいろあって……」
「内容によっては相談に乗れるかもしれないぞ？」
「う～ん、それは難しいかも」
「そう？力にはなれないか」
「そういうんじゃなくて、……なんていうかとてもありがたいんだけど、言いにくいというか、言えないというか」
「ふむ。まあ、無理して言うこともないさ」
　ホント、いい人なんだよなぁ。
　……これは、う～ん、直球でいってみるか？
「……えっとね、健斗さん」
「うん？」
「その、……菜穂さんとの喧嘩はどう思っているの？」
「面白いと思っている」
「それは楽しんでいるということかな？」
「まあ、そうだな。子供扱いするとあいつすぐムキになるから」
　……うっ。なぜか僕の耳が痛い。不思議だ。何でだろ？
「反応を見て楽しんでいるってこと」
「まあ、そんなところかな？」
「じゃあ、嫌いじゃないんだね」
「あれ？そう見えた？いやいや、まさか。嫌いなわけないだろ」
　芯に触れれば糸は張りつめ、ピンと鳴らせば鈴がそれに答える。方々に伸びるその糸はどこか規則を作りだし、触れることなく絡み合う。
　それは何事も阻まずに、通るものには道を開けた。
　その者は避けず屈まずそのままに、受け入れるままに進み続ける。芯に触れても凛として、聳えるものには敬意を払った。
　やがてまぶしさを目指すため、今は柔らかさへと向かっていく。涼しさはいつも背後で見守り、夕闇のそれは赤く赤く、滞ることもなく広がり続けた。
　……う～ん、やっぱり純粋かなぁ。嫌味もなく清々しさがあるから、健斗さんは本気でそう思っているんだろうね。
　ということは、健斗さんはそれなりに、菜穂さんに好意を持っていることになるのかな？
　それはどこまでなんだろ？もう少し、もう少しだけ……。
　憧れは遠く、慈しみはそばに。癒しはいつもの場所に備え、その者はゆっくりと目を閉じる。
　子守唄は忘れているが、それでも幼い夢を見る。いつかは出会うその日まで、とても尊く、とても優しく。
　……安心感は抱いているみたいだね。それはとても深く。じゃあ、可能性は低くないってことか。ということは、二人はこのときから結ばれるってことなのかな？
　だったら気兼ねすることなんてもうないね。
　よ～し、菜穂さん。僕は全面的に協力するよ。見事に二人を結ばせるから。
　任せなさい！
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